


















 ～省エネ技術開発事例と省エネ診断活用事例～」  
(公財)室蘭テクノセンター 




























































































































































































































































業は 1社 1 工場だけで，エネルギー消費量が 1,346kl/年も
消費している．特定事業者になると定期報告書や中長期計
画等を所管省庁へ提出しなければならないので大変とい
うことで，今回の省エネ診断結果を早速実行し，特定事業
者になっていないという回答がありました．銑鉄鋳物製造
業は，売上高に占めるエネルギーコストの割合が 7.7％と
高いのが特徴です．いずれも省エネ対策を実施し，効果が
あったことを実感しているということでした．次の平成 22
年度は，室蘭商工会議所と一緒に省エネ診断事業をスター
トさせた年です．この年の特徴は，酒・煙草等卸小売業の
エネルギー消費量の少ない企業を診断しました．これらの
企業は，これまでに省エネ対策を積極的に実施してこなか
ったため，省エネ診断で提案した省エネ効果の期待値は，
効果額は小さいが，省エネ率は 20％～40％と非常に高くな
っています．また，これと対照的なのが第一種エネルギー
管理指定工場の化学工業で，ここは以前から積極的に省エ
ネ対策に取り組んでいましたので，省エネ診断で提案でき
－50－
た省エネ効果の期待値は，省エネ率は 2.8％と少ないが，
効果額は非常に大きいということです．5社とも省エネ項
目にアンダーラインが引かれているように，実際に省エネ
対策を実施しているということです．23 年度は，2社しか
省エネ診断できませんでした．また，実際の診断が今年の
3月でした．先日，電話でヒアリングさせてもらいました
が，この 2 社の社長さんは省エネ対策に非常に前向きで，
建設業の社長さんはもうすでに実行している．機械加工業
の社長さんも，やる方向で検討中であるとの返事をいただ
いております．  
 最後にまとめですが，技術開発は，マンパワーや研究開
発費はかかりますが，そのもたらす効果は非常に大きいと
いうことです．従いまして，もう省エネは「やり尽くした」
と思っている企業さんは，現状かかえている課題の“現象
解明”を行い，さらに“ゼロベース”でその解決策を発想
してほしい．その後は“原理・原則”に基づく実験解析を
繰返し，“シミュレーション”や“最適化の考え方”を導
入することで，ブレークスル―が可能になると思います．
省エネ診断を受診した企業さんのほとんどが省エネ対策
を実施し，その効果を実感していることを確認しました．
従いまして，省エネ対策をどのようにすればよいかわから
ない中小企業の方は，まず省エネ診断を受けてみる．診断
を受けることで，省エネ対策，コスト削減が可能になると
考えます．以上が私からの話です．ご静聴ありがとうござ
いました． 
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